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１．沿革

昭和48年 創業 一般廃棄物収集運搬業を開始

昭和52年 産業廃棄物収集運搬業を開始

昭和61年 産業廃棄物最終処分業（安定型埋立て）を開始

昭和63年 産業廃棄物最終処分業（管理型埋立て）を開始

平成12年 観音寺市の容器包装リサイクル事業を受託

平成14年 食品リサイクル用堆肥化施設およびセメントリサイクル用圧縮機を設置

現在、四国全域の一般廃棄物と産

業廃棄物の処理を網羅し、グループ

企業10社、社員280名、年商34億円

の、いわゆる「老舗」である。また

食品をはじめとする有機性廃棄物の

リサイクルについては、同リサイク

ル法が施行された平成14年以前から

地元の自治体と連携し、さらに香川

大学との共同研究等により「トンネ

ルコンポスト方式（バイオトンネル）」

を導入することとなった。

第4回

廃棄物処理先進事例調査

再生処分部会の廃棄物処理先進事例調査の第４回目として、平成25年２月22日に

香川県観音寺市にある株式会社パブリック（三野輝男・代表取締役社長）・本部事

業所を訪問した。

「トンネルコンポスト方式（バイオトンネル）」により一般廃棄物等を発酵・乾燥

し、有機肥料の原料と固形燃料に再生する事業に取り組まれており、実用化すれば

日本初の事例となる。その先進性が認められ、昨年５月には香川県三豊市と一般廃

棄物の処理委託に関する協定を締結している。

同社の概要は以下のとおりである。

株式会社パブリック･本部事業所

ＵＲＬ：http://www.public-g.com/

所在地：香川県観音寺市大野原町福田原241－１

塩見部会長の挨拶
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２．グループ企業・事業所と処理・リサイクルの概要

株式会社パブリック

本部事業所 破砕（112ｔ／日） ①木くず

破砕 一般廃棄物

有限会社丸亀リサイクルプラザ

丸亀工場 選 別（16ｔ／日）①汚泥 ②廃酸 ③廃アルカリ ④廃プラスチック類

⑤動植物性残渣

発酵乾燥（４ｔ／日）①汚泥 ②廃酸 ③廃アルカリ ④動植物性残渣

⑤動物のふん尿

発酵乾燥 一般廃棄物

満濃工場 破砕（16ｔ／日） ①動植物性残渣

堆肥化（20ｔ／日） ①汚泥 ②廃酸 ③廃アルカリ ④動植物性残渣

※農林水産大臣・環境大臣登録再生利用事業認定

三豊オーガニックステーション

堆肥化（20�／日） ①汚泥 ②動植物性残渣

堆肥化 一般廃棄物

本部事業所で破砕された木材チッ

プが堆肥のベースとなる。また減容

固化（ＲＰＦ化）については、各工

場から排出される残渣プラスチック、

発酵しない木くず、防腐処理や塗装

処理されている物を処理し可能な限

り焼却を避け、リサイクルを促して

いる。

丸亀工場では、パッケージやプラ

スチック製の容器等と内容物（食品）

を選別する作業や食品の飼料化（一

部は香川大学との共同研究成果であ

る液体飼料化）、発酵乾燥機による

肥料化を行っている。

満濃工場では、50mにも及ぶ撹拌

式スクープ（プール）に有機廃棄物

を投入し、約６ヶ月をかけて撹拌し発酵させながら出口まで押し出していき、堆肥にしている。隣接の協

力業者と併せ７万m２もの広大な敷地を利用しながら年間2,500tを堆肥として製品化している。

三豊オーガニックステーションでは、通期堆積方式によりコンクリート建屋内の壁三面に有機廃棄物を

積み上げ、床面から空気を送り込んで発酵させ、堆肥化し、袋詰め、商品化まで行っている。

発酵においてはバクテリア（分解細菌）が重要だが、以上の全工場の前工程で堆肥化された物とそれ以

外の有機廃棄物を混合して処理に移るための作業があり、ここに同社による長年のノウハウがある。さら

に堆肥化した物の効果や農家に対する有効な使用方法を提案するため、平成21年から7,000㎡もある試験

農場において実証研究も行っている。

このように各グループ企業や事業所が連携し、搬入量、処理能力、販売態勢のバランスを確保すること

により、有機廃棄物のリサイクルが円滑に行えるのである。

三野社長より挨拶
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３．トンネルコンポスト方式（バイオトンネル）

わが国では、あまり聞き慣れないが、欧州では広く認知

され、多くの実績も残している方式である。大きな筒のよ

うな形をしたコンクリートの箱の中に廃棄物を投入後、密

封して水分調整し、生ごみのような一般廃棄物や有機性の

産業廃棄物内のバクテリアが繁殖（発酵）するために最適

な温度及び酸素濃度を全て監視、システム制御している。

これらの廃棄物は分解され有機肥料の原料となり、他方、

一緒に投入したプラスチック製の容器等は発酵熱により乾

燥し、固形燃料（ＲＰＦ）の原料となる。

この方式によるメリットは、

①残渣の発生が少なく、資源利用率が高い。

②施設・設備を負圧化した建物内に入れ、その

中の空気をバイオフィルター処理することに

より臭気漏れを大幅に抑制できる。

③発酵という極めてシンプルな手法で乾燥を行

うため、化石燃料の使用を抑制し、CO２の排

出を抑制できる。

④焼却を伴わないため、ダイオキシン類が発生

しない。

⑤施設の構造が複雑ではないため、設備投資等

が安価で済む。

鎌倉次長による説明

バイオトンネル
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４．質疑応答（抜粋）

Ｑ１ 「トンネルコンポスト方式（バイオトンネル）」で、生ごみのような一般廃棄物や有機性の産業廃

棄物は、腐食により乾燥ぜず泥状になってしまうのではないか？

Ａ１ バクテリアの繁殖に適当な空気を送り込むことにより、嫌気性発酵（メタン発酵）ではなく、

好気性発酵を行うので分解熱が発生し、そのようなことにはならない。なお送り込まれる空気

が通過してしまわないために、コンクリートの箱内の下部には剪定枝等を入れ空間を作り、生

ごみを破砕した物と堆肥化した物を混合し積み上げて密封する。

Ｑ２ 発酵が進んでいない初期には水分が出ないか？

Ａ２ 排水はピットに集められて循環水として噴霧され、発酵促進に利用する。

Ｑ３ １バッチの期間と処理量は？

Ａ３ １基のバイオトンネルの発酵期間は３週間、年間処理予定数量は一般廃棄物・産業廃棄物とも

各１万ｔ、計２万ｔとなっている。

Ｑ４ 自治体による焼却のコストは一般に40～50円／㎏だが、「トンネルコンポスト方式（バイオトンネ

ル）」の場合はどうか？

Ａ４ 現在、三豊市による焼却のコストが24円／㎏であり、それを下回る価格を設定するため、コス

トダウンを図っていく。

Ｑ５ 「トンネルコンポスト方式（バイオトンネル）」の要となるバイオフィルタは、活性炭や科学的排

ガス処理とはどのように違うのか？

Ａ５ 現在、三豊オーガニックステーションでは、通気堆積方式による処理施設建物内で発酵臭気も

含め、バイオフィルタで処理、脱臭能力が1,500�／ｈのもの７基、3,000�／ｈのもの６基を

装備し、施設の容積の約３倍に相当する能力で脱臭し、アンモニアに至ってはほぼ100％除去

できることが実証済みである。

三豊オーガニックステーション 環境配慮システム

バイオフィルター（生物脱臭装置）を
増設し、環境に配慮した堆肥化施設
になります。

脱臭能力
1500�Ｈタイプ２基

場内臭気を
吸い出して

脱臭して
大気放出

脱臭能力
3000�Ｈタイプ６基

脱臭能力
1500�Ｈタイプ４基

二重シャッター
ゾーン

受入･作業
ゾーン

発酵ゾーン
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５．まとめ

「トンネルコンポスト方式（バイオトンネル）」

は、廃棄物と堆肥の混合率、温度と空気量の制御

等といった同社の長年にわたるノウハウの賜物で

ある。また自治体ごとの廃棄物の発生量、堆肥や

ＲＰＦの使用先等といった地域の事情を把握する

ことも含め、そのようなノウハウを基に、大阪府

域での事業化を想定した場合、課題は多いが、バ

イオフィルタ等はすぐにでも検討可能であるよう

に思われ、非常に有意義な先進事例調査となった。

【あとがき】

株式会社パブリックの先進事例調査で最も印象に残ったのは、三野社長、社員の皆さんが前向きでチャ

レンジ精神旺盛であることです。四国地域内での限られたエリアでの競争には、関西圏の市場とはまた違

う特色を出しながら他社よりも一歩先をリードしていかなければならない難しさを感じ、同じ処理業者と

して学ぶ点が多かったように思います。

同社のＣＳＲ報告書には、「パブリックとは、社会正義という意味なんだよ」という中坊公平氏（元日

本弁護士連合会会長）の言葉からはじまっています。同社にとっての社会正義とは、新しく正しいことで

地域社会を切り開くことであると感じました。その長年の継続する信念とエネルギーに、お客様や市民、

県民の方、行政等が協力していることが、すばらしい企業であることの証なのでしょう。

最後になりましたが、お忙しい中、最後までご対応くださいました三野社長様、三野常務様、金崎部長

様、鎌倉次長様に、貴社の多くのノウハウを惜しみなく、ご説明いただきましたことに深く感謝申し上げ

ます。「トンネルコンポスト方式（バイオトンネル）」の１日も早い本格稼働と、今後のご発展を祈念して

おります。

（文責）馬場 孝至

星山副部会長による謝辞

本部事業所入口前で記念撮影


